
対象校No. 学校コード F113310103830

設置年度 令和 ６年度

計画の区分： 学部の設置

武蔵野大学 ウェルビーイング学部 ウェルビーイング学科

該当番号を記載してください。

表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

例）

・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

・大学の設置の場合：「○○大学」

https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

４　対象校No.については、「【別紙】令和７年度AC報告書提出対象学科等.pdf」より、

なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

当該番号を記載してください。

・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

例）　○○大学　△△学部　□□学科

（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、その下欄に

（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

届出

令和７年５月１日現在 

（改正前大学設置基準適用）

学校法人武蔵野大学　

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

注１

注３

注2

注４

1



設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ナガノ　リョウホウ） （ヨコヤマ　ナオキ）

長野　了法 横山　尚佳

（令和２年１０月） （令和７年４月）

　（ニシモト　テルマ） 　（コニシ　タカコ）

西本　照真 小西　聖子

（平成２８年４月） （令和７年４月）

（マエノ　タカシ）

前野　隆司

（令和６年４月）

（アキヤマ　ミキ）

秋山　美紀

（令和６年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記⼊し、併せて「備考」に変更の理由と変更年⽉⽇、報告年度を（　）書きで記⼊してくだ
　　　（例）令和６年度に報告済の内容　→（６）
　　　　　　　 令和７年度に報告する内容　→（７）
　　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に⾚字にて記載（昨年度までに報告
　　　　　された記載があれば、そこに⾚字で⾒え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を記⼊してください。
　　　　・⼤学院の場合には、「職名」を「研究科⻑」等と修正して記⼊してください。
　　　　・⼤学独⾃の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の⽅を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人武蔵野大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載してください。

　　　　武蔵野大学

　　　　東京都江東区有明三丁目３番３号

(注)・対象学部等の位置が⼤学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記⼊してください。

（２） 大　学　名

　　　〒１３５－８１８１

（３） 調査対象大学等の位置

学 部 長

学科長等

令和７年４月１日付
選任のため（７）

学　　長

職　　名

令和７年４月１日付
選任のため（７）

　　　〒２０２－８５８５
　　　　 東京都西東京市新町一丁目１番２０号

理 事 長

（４） 管理運営組織
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

－ － － － － － － － 86 － 88 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 6 ] [ － ] [ 2 ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) ( 2 ) (　－　)

－ － － － － － － － 88 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 6 ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) ( 0 ) (　－　)

－ － － － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

－ － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

(注)・　報告年度の５⽉１⽇現在の情報を記⼊してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記⼊してください。）
　　　・　[ 　 ]内には、留学⽣の状況について、内数で記⼊してください。該当がない年度には「－」を記⼊してください。
　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記⼊してください。該当がない年度には「－」を記⼊してください。
　　　・　編⼊学⽣や転⼊学⽣も含めて記⼊してください。その際、備考欄に⼈数の内訳を記⼊してください。
　　　・　学期の区分に従い学⽣を⼊学させる場合は、春季⼊学とその他の学期（春季⼊学以外の学期区分を設けている場合）
　　　　に分けて数値を記⼊してください。春季⼊学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記⼊してください。
　　　　また、その他の学期に⼊学定員を設けている場合は、備考欄にその⼈数を記⼊してください。
　　　・　「計」については、各年度の春季⼊学とその他の学期を合計した在学者数、留学⽣数を記⼊してください。

( 2 )（　 －　 ）（　 －　 ） （　 －　 ） （　 －　 ）

令和２年度 令和３年度

－ － － 86

（　 －　 ）

令和７年度

[　 － 　] [　 － 　] [　 － 　] [　6　][　 － 　]

令和４年度

176－

１年次

２年次

３年次

４年次

[　8　]

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

計

備　　　　　考

令和7年度2年次在籍者88名のうち、4名は編入学者

令和６年度令和５年度
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

- 人 - 人 令和２年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 - 人 - 人

令和６年度 4 人 0 人
学校生活不適応・進路再考（2名）、経済的困窮（1名）、転部
転科（1名）

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 - 人 - 人

令和６年度 0 人 0 人

令和７年度 0 人 0 人

4 人 4 人 0 人

(注)・　数字は、報告年度の５⽉１⽇現在の数字を記⼊してください。　（過年度については、各年度末時点の情報として記⼊してください。）
　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の⼈数を記⼊してください。
　　　・　内訳については、退学した学⽣が⼊学した年度ごとに記⼊してください。また、留学⽣数欄の⼈数については、退学者数の内数を記⼊してください。
　　　・　在学者数、退学者数には編⼊学⽣や転⼊学⽣、転科⽣も含めて記⼊してください。
　　　・　「主な退学理由」は、下の項⽬を参考に記⼊してください。その際、「就学意欲の低下（○⼈）」というように、その⼈数も含めて記⼊してください。
　　　　　　（記⼊項⽬例）・修学意欲の低下　　　・学⼒不⾜　　　・他の教育機関への⼊学・転学　　　　　　　・海外留学
　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学⽣個⼈の⼼⾝に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） -
令和２年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） -
令和３年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） -
令和４年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） -
令和５年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和６年度】

令和６年度の退学者数（ａ） 4
令和６年度の在学者数（a+b） 90

【令和７年度】

令和７年度の退学者数（ａ） 0
令和７年度の在学者数（a+b） 176

（注）・　⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで表⽰されます。

= = 0 ％

令和７年度 176 人 0 人

=

=

=

=

=

=

=

人令和４年度 -

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

令和２年度

令和３年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

-人- 人

-

合　　計

人

令和５年度 - 人 - 人

人令和６年度 86 人 4

- ％

= = 4.44 ％

- ％=

- ％

- ％
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区　　　分
今後の

の実施計画

・通信教育部人間科学部人間科学
科について、令和３年度、令和４
年度においては新型コロナウイル
ス感染症の拡大防止の観点からオ
ンライン教育の注目度が増し、入
学者増を予測できなかったこと
で、結果として令和５年度は収容
定員2,400人に対し学生数3,036人
(収容定員充足率1.26倍)となっ
た。５類への移行と緊急事態宣言
解除に伴い、令和６年度の志願者
数・入学者数は減少したため学生
数も2,756人(収容定員充足率1.14
倍)となり、収容定員超過の緩和に
つながった。（６）

・通信教育部人間科学部人間科学
科について、令和３年度、令和４
年度においては新型コロナウイル
ス感染症の拡大防止の観点からオ
ンライン教育の注目度が増し、入
学者増を予測できなかったこと
で、結果として令和６年度は収容
定員2,400人に対し学生数2,756人
(収容定員充足率1.14倍)となっ
た。令和７年度の志願者数・入学
者数は前年度比で増加したが、在
学生の卒業等の学籍変更もあり、
学生数は2,595人(収容定員充足率
1.08倍)となり、収容定員の状況は
改善してきている。（７）

・通信教育部教育学部教育学科に
ついて、令和６年度の志願者に対
して学修のイメージを持ちやすい
よう、リーフレットやホームペー
ジ等案内を充実させる工夫を実施
したが、収容定員225人に対して令
和６年度の学生数が121人(収容定
員充足率0.53倍)となっており、学
生確保の厳しい状況が続いてい
る。(６)

・通信教育部教育学部教育学科に
ついて、令和7年度の志願者に対し
て学修のイメージを持ちやすいよ
う、リーフレットやホームページ
等案内を充実させる工夫や、メー
ルマーケティングや説明会を新規
実施し、出願プロセスでの認知・
関心を高めて出願に結びつける手
法をとったが、収容定員225人に対
して令和7年度の学生数が109人(収
容定員充足率0.48倍)となってお
り、学生確保の厳しい状況が続い
ている。（７）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和６年度）

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

【届出】
遵守事項

履　行　状　況

認　可　時

（令和５年）

・通信教育部人間科学部人間科学
科について、留年率が高い傾向に
あるため、修業年限内で滞りなく
卒業できるよう、メンターによる
学修相談に加え、卒業に向けて円
滑に学修ができるようアカデミッ
ク・アドバイザーを採用し、学生
がシステムに蓄積されたデータで
自ら学修計画を立てられるMU-PLAN
導入と併せて自立学修を支援す
る。またモチベーションを向上さ
せるためのオンライン懇談会に加
え、地方都市での対面懇談会も検
討する。また、令和９年度に通信
教育システムの刷新を計画してお
り、学生ごとに情報を管理し、細
やかなサポート体制を整えていく
予定である。（７）

・通信教育部教育学部教育学科に
ついて、令和６年度に大学ホーム
ページのリニューアル、メタバー
スキャンパスの導入、AIを利用し
たチャットボットを導入し、学修
者に合わせた教育サービスを充実
させた。また、入学説明会のほか
に、教員による個別入学相談会
や、職員によるオンライン入学相
談会などの広報の充実により、収
容定員充足率は令和７年度では厳
しい状況が続いているが、継続す
ることで改善する見込みである。
また、令和９年度に通信教育シス
テムの刷新を計画しており、学生
にとって利便性の高いシステムを
構築し、令和８年度から広報を行
う予定である。（７）

・［通信教育部］人間
科学部人間科学科の収
容定員超過の是正に努
めること。

・教育学部教育学科の
収容定員未充足の是正
に努めること。

履行中

該当なし
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以下のとおりに記載してください。
【令和６年度報告書から記載内容に変更がある場合】

　　　　　令和６年度報告書の記載内容を転記し⽂末に「（６）」と記載した上で、変更後の「履⾏状況」及び
　　　　　「今後の実施計画」を記載し⽂末に「（７）」と記載してください。
　　　　【令和６年度報告書から記載内容に変更がない場合】
　　　　　令和６年度報告書の記載内容を転記し⽂末に「（６）（７）」と記載してください。
　　　　【令和７年度から新たに調査対象となった学科等⼜は令和６年度設置計画履⾏状況調査で付された指摘の場合】
　　　　　「履⾏状況」及び「今後の実施計画」を記載し⽂末に「（７）」と記載してください。

　　　　寄附⾏為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。以下同様。） と、それに対する履⾏状況等について、
(注)・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法⼈の寄附⾏為⼜は

　　　　具体的に記⼊してください。

・ 「設置計画履⾏状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記⼊してください。

・ 「設置計画履⾏状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該⼤学に付された指摘を
全て記⼊するとともに、付された指摘に対する履⾏状況等について、具体的かつ明確に記⼊してください。

　　　　その履⾏状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。
・ 「履⾏状況」では、履⾏中であれば「履⾏中」、履⾏が完了していれば「履⾏済」を選択してください。
・ 該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記⼊してください。

・ 認可時または届出時に付された附帯事項に対する履⾏状況等の記載に当たっては、
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